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ＩＣＴ機器の整備・活用

ーネットワーク統合・フルクラウド化による
校務ＤＸの推進ー

豊田市教育委員会 教育センター

１ 豊田市
の今

３ データの
利活用

４ これからの
豊田市

・豊田市の教育環境
・情報化の変遷
・豊田市情報化プラン

・EBEの考え方
・ミライのフツー

・ネットワーク統合の
概要
・導入後のアンケート
・現場の声
・メリット、デメリット

２ ネットワーク
統合

・教育ダッシュボード
によるデータ利活用

４ これからの
豊田市

３ データの
利活用

・豊田市の教育環境
・情報化の変遷
・豊田市情報化プラン

・EBEの考え方
・ミライのフツー

・ネットワーク統合の
概要
・導入後のアンケート
・現場の声
・メリット、デメリット

２ ネットワーク
統合

・教育ダッシュボード
によるデータ利活用

１ 豊田市
の今

豊田市の今 豊田市の教育環境
人 口 約42万人（中核市）
児童生徒数 約32,800人
※外国人児童生徒 約1,200人 (4％)
教員数 約3,000人
学校数 104校
※小75・中28・特支１
学校規模 小︓ 8人〜761人

中︓30人〜849人
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空間と時間を超えて、情報を共有できるＩＣＴ
は、本市の教育環境を劇的に改革できる。広域＆多様

愛知県の面積の約18％を占める

山間地

市中心部

南北 33.37km

東西 49.36km

７地区

豊田市の今 豊田市の教育環境 豊田市情報化プラン

「つなげる子ども」が未来を創る

豊田市学校教育の情報化プラン（2021〜2025）

タブレット端末と蝶々結びをモチーフに
したシンボルマークについて

・子どもたちがICTを使いこなして様々な人・もの・こと
とつながり（結び）、成長して蝶々のように羽ば
たいてほしいという願いを込めています。

画像︓文部科学省
生涯学習政策局
情報教育課
H26.4.11
「ICTを活用した指導
方法（1人1台の
情報端末・電子
黒板 ・ 無線 LAN
等）〜学びのイノ
ベーション事業実
証研究報告書よ
り〜」

豊田市の今

新豊田市情報化プラン

豊田市学校教育の情報化プラン（2026〜2030）

豊田市の今

めざす子ども像

つなげて生かす子ども

めざす学校の在り方

豊かな未来を切り拓く学校

「情報活用能力指導体系表」による系統的な指導（一部抜粋）
１年生 ２年生 ３年生 ４年生  ５年生

基
本
操
作

〇様々な手段での
手入力
・ソフトウェア
 キーボードによる
 文字の入力
・手書き入力
・音声入力

〇コンピュータの
基本操作
・起動、終了を含めた
ソフトウェアの操作等

〇キーボードによる
入力
・手書き入力
・音声入力
・ローマ字入力体験

〇キーボードによる
漢字、ひらがな、
カタカナ、
アルファベット、
数字を含む文の入力

〇キーボードによる
漢字、ひらがな、
カタカナ、
アルファベット、
数字を含む文の入力

〇キーボードで１分間
に全角３０文字程度の
入力

〇タッチタイピングに
よる漢字、ひらがな、
カタカナ、
アルファベット、
数字を含む文の入力

〇キーボードで１分間
に全角７０文字程度の
入力

４ これからの
豊田市

３ データの
利活用

・EBEの考え方
・ミライのフツー

・ネットワーク統合の
概要
・導入後のアンケート
・現場の声
・メリット、デメリット

２ ネットワーク
統合

・教育ダッシュボード
によるデータ利活用

１ 豊田市
の今
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AVD 今年度夏まで…ＡＶＤによる統合

6.4% 4.3% 0.0%
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困ったこと・使いにくいと感じたことQ

AVD AVDのデメリット

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

【令和７年 夏まで〜】

●職員室のみ
●それぞれのデータ（複数）

◎さまざまな場所から
◎一つの最新データ共有

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド活用）

【令和７年 夏以降〜】
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これまでの考え方
（ネットワーク分離）

概要︓ネットワークを分離することで、
外部からの攻撃を防御する

概要︓システムへのアクセスするための認証を
徹底することで、組織内外からの攻撃を
防御する

ビル内の各部屋で
セキュリティチェック。
（ホテル方式）
組織内外の不審者の侵入・
行動を監視

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（ゼロトラストセキュリティ）

ビルの入り口で
セキュリティ
チェック。
不審者の侵入を
防御する

【令和７年 夏まで〜】 【令和７年 夏以降〜】
これからの考え方

（ゼロトラストNW）
POTETOとは…

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド版POTETO活用）

◆授業や校務に使用できる資料を共有
◆研修に関するテキスト、動画資料を掲載
◆教育委員会、各学校とのデータ共有

市内教職員用の
ポータルサイト

R７年 夏まで

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド版POTETO活用）

▲校務用PCからのみ
アクセス可能

→職員室外では使用
できない

→校外、自宅等では
使用できない

クラウド版POTETO

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド版POTETO活用）

◎校務用PC、学習用
タブレットから
アクセス可能

→職員室、教室、自宅
等で使用可能
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POTETO学習系

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド版POTETO活用）

学習系 ⇔ 校務系
１クリックで
切替が可能

POTETO校務系

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（クラウド版POTETO活用）

◎資料の閲覧、各種申請も可能

クラウド版POTETOについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

学習用タブレットから使えるので便利Q

とてもそう思う

そう思う

あまり思わない

思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が約９割

クラウド版POTETOについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員室以外で使えるので便利Q

とてもそう思う
そう思う
あまり思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が約９割
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クラウド版POTETOについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

必要な情報がまとまっていて便利Q

とてもそう思う

そう思う

あまり思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が約９割

クラウド版POTETOについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員の声 ①

クラウド版POTETOについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員の声 ② クラウド版POTETOによる効果

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

◎利便性の向上

校務用PC・
学習用タブレット
による活用

◆業務の効率向上

◆業務の質の向上
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「校内のデータ」
⇒ 各学校のフォルダに保存

※オンプレミスのサーバー上の
データ

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（Teamsの活用）

令和７年 夏まで ▲職員室の校務用パソコンから
のみ閲覧・編集可能
・教室、自宅でのデータ確認
ができない

▲複数のファイルが存在
・ファイル間違い
・修正漏れ

▲同時編集不可
・業務の効率低下

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（Teamsの活用）

令和７年 夏以降 ◎Teamsにフォルダ
を作成

◎学習用タブレット
校務用PCから
アクセス可能

◎職員室以外、
校外からも閲覧
編集が可能

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（Teamsの活用）

Microsoft365 A5ライセンスによる
強固なセキュリティ
【秘密度ラベル】による暗号化

◎市内教職員のみ
閲覧・編集可能

◎外部への情報漏洩
のリスクを軽減

◎クラウドによる
利便性と安全性
の両立

Teamsについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

タブレット、校務用PCで使えて便利Q

とてもそう思う

そう思う

あまり思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が９割以上
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Teamsについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員室以外でも送受信、閲覧ができて便利Q

とてもそう思う
そう思う
あまり思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が９割以上

Teamsについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

チームごとにデータ共有ができて便利Q

とてもそう思う
そう思う
あまり思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が９割以上

Teamsについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員の声 ③

Teamsについて

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

職員の声 ④
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Teamsによる効果

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（校務系・学習系を統合）

◎データの有効活用

職員室、教室、
その他での活用
チームごとのデータ共有

◆大幅な業務改善

◆作業の効率化
ミスの削減

◆強固な
セキュリティ

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（利便性の向上）

非常勤講師・育児短時間勤務者等
これまで
▲学校で作業
時間外在校等時間の増加

これから
◎子どもの送迎等
◎学校外で作業

ワークライフバランスの向上

〇業務の効率・質の向上
⇒授 業 改 善（子どもの学び）
⇒働き方改革（教職員の生活）

ネットワーク
統合 教育情報ネットワーク（利便性の向上）

職員室以外での活用

業務の効率化が図れているかQ

ネットワーク
統合 ネットワーク統合後のアンケート

とてもそう思う

そう思う

あまり思わない

思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が９割以上
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業務の質が向上したかQ

ネットワーク
統合 ネットワーク統合のメリット

とてもそう思う
そう思う
あまり思わない
思わない

※「とてもそう思う」「そう思う」が約９割

職員の声 【よかった点】

ネットワーク
統合 ネットワーク統合のメリット

1. 接続環境の改善による時間短縮
2. クラウド活用で業務効率化
3. 場所・時間にとらわれない働き方
4. コミュニケーションと情報共有の円滑化
5. ペーパーレス化と負担軽減

職員の声 【改善点・要望】

ネットワーク
統合 ネットワーク統合のメリット

1. データ移行と運用の負担
2. USB・外部機器利用の制限による不便
3. システムの不具合と操作性の課題
4. 周知不足と研修の不十分さ
5. セキュリティ・運用ルールの複雑さ

Microsoft ３６５のセキュリティ対策

パスワード設定

WEBフィルタリング

ヒューマンエラー防止対策

※ A3・A5ライセンスを活用したセキュリティ向上

※ Cisco Umbrellaの活用

※ 教育情報セキュリティポリシーの策定
Q&A方式のセキュリティハンドブック

※パスワードポリシーを設定

ネットワーク
統合 ネットワーク統合による今後
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１ 豊田市
の今

３ データの
利活用

４ これからの
豊田市

・EBEの考え方
・ミライのフツー

２ ネットワーク
統合

・教育ダッシュボード
によるデータ利活用

①勤怠管理ダッシュボードの導入

②学習用タブレット管理システムの導入

③教育ダッシュボードの設計

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

①勤怠管理ダッシュボードの導入
教育委員会による、市全体の勤怠把握

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

市全体

①勤怠管理ダッシュボードの導入

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

学校別、個人別の状況把握

学校別 個人

41 42
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②学習用タブレット管理システムの導入
教育委員会による、破損・故障状況の把握

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

②学習用タブレット管理システムの導入
データ化による、業務の効率化 ＋ 破損・故障状況をふまえた対応策検討等

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

＜協力企業＞
・ＮＴＴ西日本
・マイクロソフト
・ＥＤＵＣＯＭ
・ＣＯＭＰＡＳＳ
・ＳＫＹ
・トヨタ情報システム愛知

令和７年５月２３日
教育ダッシュボード キックオフミーティング

③教育ダッシュボードの設計

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

③教育ダッシュボードの設計
◆出欠席情報、心の天気等、学習ログなどを自動取得
◆学校全体、学年、学級、個人の情報を表示 ⇒ 役職ごとの活用

学校全体 学年
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データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

③教育ダッシュボードの設計

◆出欠席情報、心の天気等、
学習ログなどを自動取得
◆ＡＩによるアラート通知

◆分析、対応を素早く・手厚く
◆早期発見、予防的措置
◆ベテラン、若手の対応差を軽減

個人

データ利活用に向けたダッシュボード構築データの利活用

③教育ダッシュボードの設計 R８〜
【教員】
・児童生徒への支援
（学習、生活）
・業務改善

今後
【児童生徒・保護者】
・学びの振り返り
・通知表の機能
・リアルタイム共有

１ 豊田市
の今

・EBEの考え方
・ミライのフツー

２ AVDに
よる統合

３ ネットワーク
集約

４ これからの
豊田市

可能性 の最大化

安全性 の最大化

時間 の最大化

ＫＫＤ から ＥＢＥ への移行
勘・経験・度胸 Evidence Based Education

①必要なデータを収集
② データを分析・評価
③ 分析に基づき実行

ＥＢＥの考え方これからの豊田市
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市全体のＩＣＴ活用に向けてこれからの豊田

R7 R8

○ネットワーク
の整備

○新端末の
導入

○クラウド
活用

○データの
利活用

ミライのフツーを目指す豊田市これからの豊田
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